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1   
メキシコのおばあさんから、

茶色い目をした少年に送られてきたものは何かしら？
2 
タパルパから、藁で編んだソンブレロがとどきました。
うわあ、今まで一度も見たことのないような

素敵なソンブレロ、
メキシコの田舎からとどきました！
3 

コロラドのおばさんから、

おさげの少女に送られてきたものは何かしら？
4 

ドｳランゴからブルーのカウボーイブーツがとどきました。
ピッカ、ピッカの新品です。
ブーツの色は青、
コロラドの山からとどきました。
5 

ケニアのおじさんから、

クルクルカールの少年に送られてきたものは何かしら？
6 

ナイロビから豪華な上着のダシキがとどきました。
立派なダシキを身に付けて

ほれぼれとした立ち姿。
アフリカの草原のケニアからとどきました。
7 

日本のおじさんから、

黒髪の少女に送られてきたものは何かしら？

8 

京都から緑色の着物がとどきました。
その緑色の着物を着ると、

まるで女王さまになった気分。
海の向こうの日本からとどきました。
9 
ロシアのおばあさんから、

赤毛の少年に送られてきたものは何かしら？
10 

モスクワからシャプカという帽子が届きました。
ちいさなフワフワの毛がついた帽子、

どんなにうれしかったことでしょう。　

遠く離れたロシアの地から届きました。
11 

世界はまわる、まわる。
12 

インドのおばさんから

長い髪をした少女に送られたものは何かしら？
13 

アグラからサリーがとどきました。
上等のシルクでできた
サリーというドレス、
蒸し暑いインドからとどきました。
14 
ずっと向こうのメイン州に住むおじさんから

そばかすだらけの少年に送られたものは何かしら？　
15 

ポートランドから毛糸編みのミトンがとどきました。
ふくよかな手触りの
毛糸で編まれたミトン、
メイン州のゴツゴツした岩だらけの岸辺からとどきました。
16 
エジプトのおじいさんから

三つ編みの少女に送られたものは何かしら？
17 
カイロから白いケープがとどきました。
なんて素晴らしい
白いカフィーヤ、
砂漠の太陽が照りつけるエジプトからとどきました。
18 

ベトナムのおばあさんから

にっこり笑っている双子に送られたものは何かしら？
19 

カン　トーから　双子の子どもにデップがとどきました。
小さな鼻緒がついている
このはきものが二人はとっても気に入りました。
ヴェトナムのジャングルからはるばるとどきました。
20 
ハイチ島に住むおばさんさんから

この幸運な少女に送られたものは何かしら？
21 

ポルトープランスからシミーズ・オ・フルールがとどきました。
その花柄のシャツに

少女は、うっとりです。
緑の島、ハイチからはるばるとどきました。
22 
世界はまわる、まわる。
23 
けれども、実際は、それほど遠くはありません。
24 
むこうからこちらまで、
そんなに遠くはないのです。
25 

カフィーヤ、サリー、デップ
ダシキ、シャプカ、ミトン

いろいろなものを身に付けて
26 
こちらのみんなと、あちらのみんなが、つながって、
まわる、まわる、世界はまわる。
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